
平成２4年（２01２年）５月 4日（６）第　１７８　号 ひらつか議会だより

江
口
　
友
子 

議
員

24
年
度
平
塚
市
の

自
殺
対
策
に
つ
い
て

問
　
自
殺
対
策
会
議
が
も
っ
と

活
性
化
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
メ
ン
バ
ー

に
現
場
教
職
員
、
養
護
教
諭
、

僧
侶
や
教
会
な
ど
の
宗
教
関
係

者
、
高
齢
者
福
祉
関
係
者
、
障

が
い
者
団
体
関
係
者
、
公
募
市

民
な
ど
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
構
成
メ
ン
バ
ー
の

検
討
も
含
め
、
自
殺
対
策
会
議

の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

問
　「
市
民
の
み
な
さ
ん
が
悩

み
を
相
談
で
き
る
窓
口
案
内
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
述

が
、
い
わ
ゆ
る
お
役
所
言
葉
に

な
っ
て
い
て
、
分
か
り
に
く
く

残
念
で
あ
る
。
市
民
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
よ

う
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　
現
在
、
平
成
24
年

度
版
の
作
成
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
内
容
を
再
度
確
認

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
表
現

と
な
る
よ
う
、
庁
内
各
課
や
関

係
機
関
と
調
整
し
て
い
く
。

問
　
平
成
24
年
度
の
施
政
方
針

に
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
、

全
市
民
に
向
け
て
市
長
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長
　
自
殺
は
個
人
的
な
問
題

で
は
な
く
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
情
報
の
共
有
や
発

信
を
行
い
、
連
携
体
制
を
し
っ

か
り
と
強
化
し
た
い
。
自
殺
対

策
を
国
の
施
策
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
自
治
体
と
し
て

取
り
組
み
、
具
体
的
な
政
策
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
こ
こ
ろ
と

命
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

は
し
っ
か
り
と
進
む
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

無

所

属

２　財政状況の見通し
　⑴　平塚市行政改革大綱より
３　教育長に問う
　⑴　教育環境の現状と課題について
　⑵　中学校給食について
４　災害対策
　⑴　安心・安全な暮らし
　⑵　災害用避難通路について
５　懸案事項について
　⑴　日産車体㈱湘南工場第１地区の跡地利
　　用
　⑵　ツインシティ整備計画
　⑶　見附台周辺地区整備
渡辺　敏光：日本共産党平塚市議会議員団（30分）
１　市長に問う
　⑴　施政方針から
　　ア　平塚市住民実態調査結果報告書に基
　　　づく改訂基本計画の策定
　⑵　財政状況の見通し試算
　⑶　消費税税率引き上げで、市財政と市内
　　中小業者、市民への影響は
　⑷　住宅リフォーム助成制度の創設を
　⑸　市史編さんと公文書館構想

総 括 質 問
内堀　祐一：湘南フォーラム（30分）
１　高齢化社会に備えて
　⑴　在宅医療・在宅介護・地域医療
２　少子化対策について
　⑴　待機児童
　⑵　ひきこもり・不登校
３　弱者保護について
　⑴　災害時要援護者
　⑵　消費者保護行政
　⑶　認知症
４　諸課題
吉野　和美：清風クラブ（20分）
１　平成２４年４月期組織改正について

３　ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング
　・サービス）の利活用について
伊東　尚美：公明ひらつか（15分）
１　まちのにぎわいの創出について
　⑴　商店街の活性化
　⑵　これからの商店街
　⑶　平塚プレミアム商品券事業
２　元県立五領ヶ台高校跡地について
小泉　春雄：湘南フォーラム（15分）
１　施政方針から市長に問う
　⑴　組織体制の強化について
　⑵　生活道路、歩道などの整備について
　⑶　見附台周辺地区整備と観光施設につい
　　て
片倉　章博：無所属（15分）
１　議案第２６号　平成２４年度平塚市競輪
　事業特別会計予算
　⑴　持続可能な競輪
２　平塚市行政改革大綱について
　⑴　新たな取り組み
高橋　紀英：無所属（15分）
１　平成２４年度当初予算について
　⑴　大型事業
　　ア　新庁舎建設事業・市民病院整備事業
２　行政組織の諸課題について
　⑴　広報機能の強化・青少年育成の充実
江口　友子：無所属（15分）
１　平成２４年度平塚市の自殺総合対策
　⑴　自殺者と自殺未遂者数など現在の状況
　⑵　こころと命のサポート事業
　⑶　現状をふまえて、市長の自殺対策の方
　　針を問う
鈴木　亜紀子：無所属（15分）
１　平塚市学校安全・防災計画について
　⑴　心のケアに関する取り組み
　⑵　防災教育の取り組み
２　中学校武道必修化に対する考え方につい
　て

高
橋
　
紀
英 

議
員

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
新
庁
舎
建
設
地
か
ら
不
発

弾
や
、
美
術
館
東
側
の
国
有
地

で
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
海
軍
火

薬
廠
に
由
来
す
る
不
審
物
等
が

出
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
。
ま
た
、
事
前
に
施
工
業
者

に
こ
の
よ
う
な
危
険
物
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し

て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長
　
不
発

弾
の
処
理
は
国
の
責
務
に
よ
っ

も
少
な
く
な
る
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長
　
全
体

的
な
動
線
計
画
か
ら
見
直
し
を

す
る
と
は
言
え
な
い
。
で
き
る

だ
け
経
費
を
切
り
詰
め
た
い
。

て
実
施
さ
れ
る
。
万
が
一
毒
ガ

ス
等
の
瓶
が
発
見
さ
れ
た
場
合

は
環
境
省
に
処
理
を
依
頼
す
る

が
、
相
模
海
軍
工
廠
化
学
実
験

部
の
敷
地
は
美
術
館
前
の
道
路

よ
り
北
側
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
庁
舎
建
設
地
か
ら
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て

施
工
業
者
に
も
不
審
物
等
に
つ

い
て
の
注
意
は
し
て
い
な
い
。

問
　
新
庁
舎
建
設
費
は
、
地
中

障
害
物
の
撤
去
等
に
よ
る
契
約

変
更
で
本
市
の
負
担
分
が
約
８

億
円
増
加
し
た
。
８
億
円
あ
れ

ば
地
区
公
民
館
が
２
館
は
建
て

替
え
ら
れ
る
。
当
初
１
０
０
億

円
程
度
と
さ
れ
た
建
設
費
は
地

下
駐
車
場
の
建
設
で
10
億
円
増

え
、
さ
ら
に
今
回
の
追
加
で
本

市
の
負
担
は
約
１
２
０
億
円
と

な
っ
た
。
第
２
期
工
事
で
計
画

さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
の
地
下
駐

車
場
建
設
を
平
面
に
変
更
し
て

は
ど
う
か
。
市
長
は
地
区
公
民

館
を
中
心
と
し
た
地
域
自
治
の

実
現
を
訴
え
て
い
る
が
、
地
区

公
民
館
の
機
能
が
充
実
し
、
市

の
業
務
が
分
散
す
れ
ば
来
庁
者

鈴
木
亜
紀
子 

議
員

平
塚
市
学
校
安
全
・

防
災
計
画
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
、
障
が
い
の
あ
る

子
供
の
心
の
ケ
ア
に
は
、
日
頃

か
ら
障
が
い
の
特
性
を
よ
く
理

解
し
て
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
市
は
何
か
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
ま
ず
学
校
安

全
・
防
災
計
画
を
教
師
一
人
ひ

と
り
が
理
解
す
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
る
。
障
が
い
の
特
性
の

理
解
、
災
害
時
の
心
の
ケ
ア
を

含
む
具
体
的
な
対
策
に
も
研
修

を
重
ね
、
教
職
員
の
危
機
管
理

能
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

平塚市議会WEB

３月定例会の会議録は５月中旬
に平塚市議会のホームページ
に掲載します。

３月定例会の質問者と主な質問項目 （　 ）内は質問時間
代 表 質 問

端　文昭：湘南フォーラム（40分）
１　市長の施政方針と平成２４年度予算案か
　ら
　⑴　基本認識
　⑵　平成２４年度予算と今後の財政運営
　⑶　三大事業の進捗状況について
　⑷　市民の安心・安全
２　教育委員長に問う
　⑴　平塚市の教育についての思いは
３　ごみ処理広域化計画および一般廃棄物処
　理基本計画
４　諸課題
　⑴　ＰＰＳ電力購入
　⑵　競輪事業について
坂間　正昭：清風クラブ（35分）
１　平成２４年度当初予算から
　⑴　４つの基本方針
　⑵　効率的な市政運営
２　三大事業について
　⑴　各事業の進捗状況と今後の進行
鈴木　晴男：公明ひらつか（40分）
１　市長に問う
　⑴　平成２４年度当初予算から
　⑵　防災・減災について
　⑶　三大事業について
　⑷　ツインシティ整備計画と相模小学校移
　　転について
　⑸　日産車体㈱湘南工場第１地区跡地利用
２　教育長に問う
　⑴　学校給食について
　⑵　諸施策について
　　ア　平塚市総合計画平成２４年度版実施
　　　計画から
　　イ　がん教育
岩田　耕平：平塚自民クラブ（45分）
１　市長施政方針より
　⑴　当初予算から見た市長カラーはどこに

総括
質問
主な質問と答弁

３
月
定
例
会

２　防災・危機管理の再点検について
　⑴　平塚市地域防災計画の見直し
　⑵　平塚市学校安全・防災計画
小笠原　千惠美：公明ひらつか（20分）
１　湘南海岸公園再整備基本方針について
　⑴　再整備方針より
　⑵　ゾーンの再整備
２　平塚の安心・安全について
　⑴　通学路安全対策事業
　⑵　自転車の最適化社会をめざして
野崎　審也：平塚自民クラブ（30分）
１　スピード感のある安心・安全なまちづく
　り
　⑴　防災・減災対策
　⑵　平塚競輪場を防災の拠点に
２　スピード感のある行財政改革
　⑴　時間外勤務削減事業
３　にぎわいと活力に満ちた産業政策
　⑴　七夕を観光資源として活用する方策
４　諸課題
　⑴　重度障害者医療費助成制度
髙山　和義：日本共産党平塚市議会議員団（15分）
１　中学校給食について
２　成年後見制度について
　⑴　成年後見利用センター開設
３　大震災から一年を振り返って
　⑴　家具転倒防止対策
出村　光：湘南フォーラム（20分）
１　介護老人福祉施設（特別養護老人ホー
　ム）
２　ひらつか花アグリ
３　平塚駅周辺駐輪場対策について
４　駅北口バリアフリー化について
５　市民への的確な情報提供
数田　俊樹：清風クラブ（20分）
１　環境政策について
２　公共施設の活用と整備について
　⑴　地区公民館

問
　
障
が
い
の
特
性
を
理
解
す

る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。「
友
達
が
避
難
所
で

の
心
の
支
え
だ
」
と
い
う
東
北

の
子
供
た
ち
の
言
葉
か
ら
も
、

今
ま
で
以
上
に
通
常
学
級
と
支

援
学
級
、
小
学
校
と
中
学
校
、

地
域
の
学
校
と
特
別
支
援
学
校

は
交
流
す
る
べ
き
で
あ
る
。
学

校
単
位
で
は
な
く
市
全
体
で
交

流
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
市
内
に
あ
る

県
の
特
別
支
援
学
校
が
福
祉
避

難
所
と
し
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
防
災
教
育
の
観
点
か
ら
交

流
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
教
職
員
の
交
流
に
も
な
る

し
、
支
援
学
校
で
の
防
災
教
育

の
内
容
も
勉
強
に
な
る
の
で
積

極
的
に
考
え
た
い
。

中
学
校
武
道
必
修
化
の

考
え
方
に
つ
い
て

問
　
教
員
へ
の
研
修
以
外
で
安

全
へ
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
多
く
の
目
で

見
守
る
こ
と
が
安
全
対
策
に
な

る
の
で
、
地
域
の
方
や
経
験
者

に
よ
る
見
守
り
を
検
討
し
た
い
。

平塚市議会 検索⬅

無

所

属

無

所

属


